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チャレンジ
重
度
知
的
障
害
者
の

自
立
生
活
の
選
択
肢
を
広
げ
る

静
岡
県
浜
松
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ

す
べ
て
の
人
た
ち
が
共
に
生
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　
静
岡
県
浜
松
市
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ
は
、
障
害
者
と
健
常
者

が
互
い
に
理
解
し
、
認
め
あ
い
な
が
ら
共
生
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
と
く
に
知
的
障
害
の
あ
る
人
が
、
ア
ー
ト
や
音
楽

な
ど
の
文
化
活
動
を
通
し
て
、
自
分
を
表
現
す
る
力

を
身
に
つ
け
、
文
化
的
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と

の
で
き
る
自
立
生
活
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
知
的
障
害
者
の
自
立
生
活
支
援
に
取
り
組
ん
だ
経

緯
と
し
て
、理
事
長
の
久
保
田
翠
氏
は
、長
男
の
壮た

け
し 

氏
に
重
度
の
知
的
障
害
と
自
閉
症
が
あ
り
、
言
葉
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ず
、
生
活
で
は
24

時
間
３
６
５
日
の
介
護
が
必
要
と
な
る
な
か
で
、
地

域
で
孤
立
す
る
経
験
を
し
た
こ
と
か
ら
、
障
害
の
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

の
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　
平
成
12
年
に
任
意
団
体
を
立
ち
上
げ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
化
を
経
て
、
平
成
27
年
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
認
可
を

受
け
て
い
る
。 

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、居
場
所
の
運
営
と
と
も
に
、

平
成
20
年
に
重
度
知
的
障
害
者
を
文
化
創
造
の
核
と

す
る
「
た
け
し
文
化
セ
ン
タ
ー
」事
業
を
開
始
。
現

在
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
生
活
介
護
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
重
度

訪
問
介
護
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
26
年

に
は
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
で
も
利
用
で

き
る
私
設
公
民
館
の
「
の
ヴ
ぁ
公
民
館
」、「
ち
ま
た

公
民
館
」
を
開
設
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
居
場
所
と

し
て
運
営
し
て
い
る
。

　「
た
け
し
文
化
セ
ン
タ
ー
」
事
業
に
つ
い
て
、
久

保
田
理
事
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
セ
ン
タ
ー
名
の
由
来
と
な
っ
た
壮
は
、
音
楽
が

好
き
な
27
歳
の
若
者
で
、
容
器
に
石
を
入
れ
て
鳴
ら

し
続
け
る
と
い
う
行
為
を
一
日
中
行
う
と
い
う
特
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
個
性
と
も
い
え
る
行
為
は
、
社

会
や
学
校
、
そ
の
他
の
施
設
で
は
問
題
行
動
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
実
際
に
入
所
施
設
を
利
用
で

き
な
か
っ
た
理
由
で
も
あ
り
ま
し
た
。
彼
の
こ
だ
わ

り
や
容
器
を
叩
き
続
け
る
と
い
う
行
為
を
『
彼
に
し

か
で
き
な
い
表
現
』
と
し
て
捉
え
、『
あ
る
が
ま
ま

の
姿
を
認
め
あ
い
な
が
ら
、
個
人
の
や
り
た
い
こ
と

を
や
り
き
る
熱
意
』
を
文
化
創
造
の
柱
に
し
た
も
の

が
、『
た
け
し
文
化
セ
ン
タ
ー
事
業
』
の
基
本
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
土
台
と
し
、
平
成
30
年
に
は

浜
松
市
の
市
街
地
に
新
た
な
拠
点
と
し
て
「
た
け
し

文
化
セ
ン
タ
ー
連
尺
町
」を
開
設
し
た
。
同
施
設
は
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
音

楽
ス
タ
ジ
オ
の
ほ
か
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
を
併
設
し
た
複
合
施
設
で
、
地
域
の
文
化
創
造

発
信
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
重
度
知
的
障
害
者
が
重
度
訪

問
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
で
自
立
生
活
を
し
て
い
る
。

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

 WAM から　 ひと言

　重度の知的障害がある者は、自宅で家
族が介護するか、入所施設またはグルー
プホームに入るという選択肢しかない
と思われてきました。そのようななか
WAM助成を活用し、「訪問介護を利用し、
シェアハウスで暮らす」という新しい選
択肢を作り、自立生活を実現できたこと
で、障害当事者だけでなく、その家族の
支援にもつながっていることを高く評価
します。
　本事業で得られた成果を、全国の重度
障害者やその家族、障害者団体、行政、
また協力者に向けて発信し、重度障害者
の自立生活という概念や制度そのものを
動かすところまで発展していくことを期
待します。
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重
度
知
的
障
害
者
の

生
活
の
選
択
肢
を
広
げ
る

　
同
法
人
は
、
令
和
3
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
重
度
知
的
障
害
者
の
健
康
で
文
化
的
な
暮
ら

し
を
実
現
す
る
た
め
の
提
言
作
成
事
業
」
に
取
り
組

ん
だ
。

　
同
事
業
は
、
重
度
知
的
障
害
者
が
地
域
で
文
化
的

な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
で
の
実
装
と
課
題
整
理
、
②
重
度
訪
問
介
護

等
、
現
行
制
度
の
改
良
点
の
提
言
、
③
重
度
知
的
障

害
者
を
地
域
共
生
の
主
役
と
し
て
と
ら
え
る
暮
ら
し

方
提
言
を
計
画
し
た
。

　「
重
度
知
的
障
害
者
の

暮
ら
し
は
、
家
族
と
の
同

居
、
入
所
施
設
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
利
用
と
、
選

択
肢
が
限
ら
れ
て
お
り
、

と
く
に
家
族
へ
の
依
存
度

が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
現
行
制
度
で
実
施

で
き
る
生
活
の
一
例
と
し

て
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
の

利
用
者
の
生
活
や
取
り
組

み
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
課
題
を
整
理
す
る
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
久
保
田
理
事
長
）。

　
3
階
建
て
の
「
た
け
し
文
化
セ
ン
タ
ー
連
尺
町
」

は
、1
～
2
階
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
生
活
介
護
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
3
階
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
併
設
し
て
い
る
。

　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
個
室
4
室
と
2
段
ベ
ッ
ド
を

設
け
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
定
員
2
人
）
の
ほ
か
、
共

有
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
令
和
元
年
度
か
ら
壮
氏
を

含
む
、
重
度
知
的
障
害
者
3
人
が
生
活
し
て
い
る
。

　
利
用
対
象
は
、
重
度
知
的
障
害
者
に
限
定
せ
ず
、

誰
も
が
利
用
で

き
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
や
支
援
者
以
外
の
多
様
な

人
た
ち
と
関
わ
り
、「
支
援
す
る
・
さ
れ
る
」
以
外

の
関
係
を
も
つ
機
会
を
つ
く
っ
た
。

生
活
支
援
は
複
数
の
事
業
者
と
連
携

　
利
用
者
は
、
日
中
の
9
～
16
時
ま
で
は
併
設
す
る

生
活
介
護
、
16
時
以
降
か
ら
翌
朝
9
時
ま
で
は
重
度

訪
問
介
護
を
利
用
し
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
の
介

助
、
外
出
時
の
移
動
支
援
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
い

認定NPO法人
クリエイティブサポートレッツ
重度知的障害者の健康で文化的な暮らしを実現するための
提言作成事業

令和3年度事業

【事業概要】
　重度知的障害者が地域で健康に文化的な暮らしを実現することを目的に、
現行制度で実施できる生活の例として、重度訪問介護を利用しながらシェ
アハウスで暮らす生活や取り組みを当事者や支援関係者に周知する事業

【実施内容】
◆�シェアハウスでの実
装の継続と課題整理
運営するシェアハウス
で、重度知的障害者3
人が重度訪問介護を利
用しながら、地域での
自立生活を継続

◆重度訪問介護等、現行制度の改良
点の提言
重度知的障害者の重度訪問介護等
の利用について、サービス提供を
行う事業所や行政、有識者と意見
交換し、課題の共有を図る

◆重度知的障害者を地域共生の主役
としてとらえる暮らし方提言
文化的な暮らしの一例として、シ
ェアハウスでの利用者の生活や取
り組みを掲載した冊子を作成し、
当事者や家族、支援関係者に周知
する

事業概要

【成果】
◆シェアハウスを利用する重度知的障害者3人に対し、
他事業所と連携して支援することにより、その人らし
い地域生活を継続することができた
　　併設するゲストハウスは、障害者の自立生活の体験
の場や親のレスパイト支援として
活用するほか、利用対象を限定せ
ず、シェアメイトとして多様な人
たちを受け入れることにより、利
用者が家族や支援者以外と関わり
をもつ機会をつくった

◆シェアハウスでの利用者の暮らしや取り組みを掲載し
た冊子（2万部を発行）は、市内の特別支援学校や自
立支援センターのほか、全国の福祉施設や知的障害者
の親の会を通じて1056カ所に配布した
　　冊子の配布を通じて、自宅や入所施設、グループホ
ーム以外にも重度知的障害者がその人らしく生活でき
る選択肢があることを、当事者・家族、支援関係者に具
体的にイメージしてもらうことにつながった
　　配布した冊子は、県内外から大きな反響があり、追加
の依頼が寄せられるとともに、全国から当事者家族や
支援関係者がシェアハウスの見学に訪れている

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

276万5千円
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平成 30 年に開設した「たけ
し文化センター連尺町」。重度
知的障害者の活動拠点と、地域
の多様な人たちが集う文化セ
ンターとしての機能を有する

建物は 3 階建てで、1 ～ 2 階は障害福祉サー
ビスの生活介護、放課後等デイ、3 階はシェ
アハウスとゲストハウスを併設
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る
。

　
重
度
訪
問
介
護
を
利
用
し
て
い
る
重
度
知
的
障
害

者
は
、
身
体
障
害
者
の
1
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
浜

松
市
で
は
壮
氏
が
第
1
号
で
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
生

活
す
る
こ
と
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。さ
ら
に
、

利
用
者
は
障
害
が
重
度
な
た
め
、
地
域
の
複
数
の
事

業
所
が
支
援
に
入
っ
て
い
た
が
、
令
和
元
年
か
ら
同

法
人
で
も
重
度
訪
問
介
護
事
業
を
立
ち
上
げ
、
助
成

事
業
時
に
は
同
法
人
を
含
む
、
3
事
業
所
が
連
携
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
重
度
知
的
障
害
者
の
生
活
支
援
に
つ
い
て
、
同
法

人
ヘ
ル
パ
ー
事
業
担
当
の
佐
々
木
雄
一
氏
は
次
の
よ

う
に
語
る
。

　「
重
度
知
的
障
害
者
の
生
活
支
援
で
は
、
当
事
者

の
意
思
決
定
が
課
題
に
な
り
ま
す
。
本
人
は
『
こ
の

よ
う
な
暮
ら
し
を
し
た
い
』、『
何
を
食
べ
た
い
』
な

ど
と
い
っ
た
思
い
を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
難
し

い
た
め
、
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
、
利

用
者
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
た
ち
で
、
一
人
ひ
と
り

の
生
活
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
て
い
く
場
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
複
数
の
事
業
所
と
連
携
し
、
多
様
な
ヘ
ル

パ
ー
が
関
わ
る
こ
と
は
本
人
の
意
思
決
定
を
考
え
て

い
く
う
え
で
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
街
地
で

の
買
い
物
や
余
暇
活
動
な
ど
、
そ
の
人
ら
し
い
地
域

生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
支
援
者
が
属
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
紹
介
し
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち
と
交
流
を
図
る
こ
と
で
多
く
の
関
わ
り
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
」。
　

　
ま
た
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
は
、
県
外
の
若
者
が
シ

ェ
ア
メ
イ
ト
と
し
て
4
カ
月
間
生
活
し
な
が
ら
、
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
支
援
に
関
わ
っ
た
。
シ
ェ
ア
メ
イ
ト

と
利
用
者
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
一
緒
に
外
出

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
利
用
者
の
活
動
の
機
会
が
広

が
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は
親
の
レ
ス

パ
イ
ト
ケ
ア
と
と
も
に
、
障
害
者
の
自
立
生
活
に
向

け
た
宿
泊
体
験
を
行
い
、
親
元
か
ら
離
れ
た
経
験
の

な
い
生
活
介
護
の
利
用
者
を
中
心
に
、
延
べ
8
人
が

利
用
し
た
。

事
業
者
や
行
政
、
有
識
者
と

意
見
交
換
し
、
課
題
を
整
理

　「
重
度
訪
問
介
護
等
、
現
行
制
度
の
改
良
点
の
提

言
」で
は
、サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
や
行
政
、
有
識
者

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、課
題
の
整
理
を
行
っ
た
。

　「
重
度
訪
問
介
護
は
、
支
援
の
考
え
方
が
利
用
者
・

家
族
に
よ
り
異
な
る
た
め
、自
由
度
が
あ
る
一
方
で
、

制
度
の
認
知
が
十
分
で
な
い
こ
と
や
利
用
の
イ
メ
ー

ジ
が
湧
か
な
い
こ
と
か
ら
、
利
用
が
進
ん
で
い
な
い

現
状
が
あ
り
ま
す
。
主
に
身
体
障
害
者
の
生
活
支
援

を
行
っ
て
い
る
事
業
所
か
ら
は
、
身
体
障
害
者
の
利

用
者
は
、
自
分
が
受
け
た
い
支
援
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
に
対
し
、
重
度
知
的
障
害
者
の
場
合
、
本

人
が
希
望
を
伝
え
る
こ
と
は
な
く
、
ヘ
ル
パ
ー
を
含

め
て
周
り
で
関
わ
る
人
た
ち
が
、
利
用
者
一
人
ひ
と

り
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

ず
、
そ
の
考
え
る
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
も
難
し
い

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
重
度
知
的
障
害
者
の

自
立
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
う
役
割
が
明
確

で
は
な
く
、
そ
の
あ
た
り
が
課
題
と
し
て
み
え
ま
し

た
」（
久
保
田
理
事
長
）。

　
当
初
、
助
成
事
業
で
は
現
行
制
度
に
関
す
る
課
題

整
理
を
行
い
、
行
政
へ
の
提
言
書
を
ま
と
め
る
計
画

で
あ
っ
た
が
、
有
識
者
と
の
意
見
交
換
の
な
か
で
、

「
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
文

化
的
な
生
活
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
周
知
し
た
ほ
う

が
有
益
で
は
な
い
か
」と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
の
利
用
者
の
生
活
や
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
冊
子
を
作
成
し
、
当
事
者
・
家
族
、
支
援

関
係
者
な
ど
に
周
知
す
る
こ
と
に
計
画
を
変
更
し

た
。現

行
制
度
で
実
施
で
き
る

生
活
例
を
周
知

　
作
成
し
た
冊
子
『
た
け
し
と
生
活
研
究
会
Ｍ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
』
は
、
重
度
知
的
障
害
者
の
文
化
的
な

生
活
の
様
子
や
取
り
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
運

用
に
つ
い
て
の
知
見
な
ど
を
掲
載
し
た
。

　
冊
子
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
高
林

洋
臣
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
特
集
で
は
、
生
活
の
一
例
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
や

ヘ
ル
パ
ー
と
一
緒
に
、
日
中
は
古
着
屋
で
買
い
物
を

し
て
、
夜
は
購
入
し
た
服
を
着
て
ク
ラ
ブ
に
遊
び
に

行
く
と
い
っ
た
、
一
般
の
若
者
が
当
た
り
前
に
行
っ

て
い
る
こ
と
を
実
現
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
し
て
い
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シェアハウスは、個室 4 室とゲストハウス
（定員 2 人）を設置。利用対象を制限しない
ことで、多様な人たちと関わることのできる
環境をつくった

oka
WAM著作



●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
ま
す
。
ま
た
、
壮
さ
ん
は
偏
食
で
健
康
を
考
え
た
食

事
に
も
気
を
遣
い
ま
す
。
同
じ
ヘ
ル
パ
ー
が
食
事
の

支
援
を
し
て
い
る
と
、
食
べ
な
い
と
思
い
込
ん
で
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
生
活
支
援
で

は
複
数
の
事
業
所
か
ら
多
様
な
支
援
者
が
関
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
新
し
い
食
文
化
に
た
ど
り
着
い
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま

す
」。

　
冊
子
は
2
万
部
発
行
し
、
市
内
の
特
別
支
援
学
校

や
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、全
国
の
福
祉
施
設
や

知
的
障
害
者
の
親
の
会
を
通
じ
て
１
０
５
６
カ
所
に

配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
に
よ
り
当
事
者
・
家

族
や
支
援
関
係
者
に
、自
宅
や
入
所
施
設
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
以
外
に
も
生
活
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

保
護
者
へ
の
利
用
に
向
け
た

説
明
が
必
要

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
重
度
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
重
度
知
的
障
害
者
の
生
活
の
様
子

や
サ
ー
ビ
ス
利
用
・
運
用

を
ま
と
め
た
冊
子
の
作
成
・

配
布
を
通
し
て
、
自
立
生

活
の
選
択
肢
を
当
事
者
・

家
族
、
支
援
関
係
者
に
周

知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
冊
子
の
配
布
を
通
じ

て
、
重
度
の
知
的
障
害
が

あ
っ
て
も
市
街
地
に
あ
る

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
生
活
が

で
き
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

宿
泊
体
験
や
自
身
の
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
に
利
用
す
る

な
ど
、
事
業
自
体
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
一
度
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

利
用
す
る
と
、
定
期
的
に
活
用
す
る
も
の
の
、
最
初

に
利
用
す
る
ま
で
は
子
ど
も
に
対
す
る
罪
悪
感
が
あ

る
た
め
、
利
用
に
踏
み
切
れ
な
い
保
護
者
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
親
は
子
ど
も

の
一
生
を
支
え
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
親
自
身
の
レ
ス
パ
イ
ト

と
と
も
に
、
親
元
を
離
れ
た

生
活
体
験
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
久
保
田
理
事

長
）。

　
重
度
知
的
障
害
者
の
自
立

生
活
の
選
択
肢
を
広
げ
、
当

事
者
の
生
活
支
援
だ
け
で
な

く
家
族
の
支
援
に
つ
な
げ
る

同
法
人
の
取
り
組
み
が
全
国

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

〒 430−0939　静岡県浜松市中区連尺町 314−30
T E L： 053−451−1355
F A X： 053−451−1356
U R L： http://cslets.net
設　　立：平成 16 年 2 月（任意団体設立：平成 12 年）
理 事 長：久保田　翠

◆団体概要

　

　WAM 助成で作成した冊子は、県
内外から大きな反響があり、追加の
配布依頼が相次ぐとともに、全国の
保護者や支援関係者からの問い合わ
せやシェアハウスの見学者が急増し
ています。シェアハウスやゲストハ
ウスの利用希望者が増える一方で、
居室が埋まっていたり、ヘルパーが
足りず、利用できないケースも出て

いるため、ヘルパーの養成研修事業を開始しています。
　今後の目標としては、障害のあるなしに関わらず、ともに助
けあいながら地域で生活していく新しいコミュニティをつくり
たいと考えています。共生社会の実現をいちばん望んでいるの
は我々ですので、自分たちから働きかけていきたいと思います。

認定 NPO 法人クリエイティブサポートレッツ

理事長　久保田  翠氏

共生社会の実現に向け、
新たなコミュニティをつくる

17 ●WAMー2023.10

作成した冊子では、利用者が日中に古
着屋で買い物をしたり、夜にクラブに
遊びに行くなど、一般の若者と変わら
ない生活を実現していることを紹介

oka
WAM著作


